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国　税／�3月分源泉所得税の納付� 4月10日
国　税／�2月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

� 4月30日
国　税／�8月決算法人の中間申告� 4月30日
国　税／�5月、8月、11月決算法人の消費税等の�

中間申告（年3回の場合）� 4月30日
地方税／�給与支払報告に係る給与所得者異動届の提出

� 4月15日
地方税／�固定資産税（都市計画税）第1期分の納付
� 市町村の条例で定める日（原則4月中）
地方税／�土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧�

� 4月1日〜4月20日�
�または最初の納期限のいずれか遅い日以後の日まで

地方税／�軽自動車税の納付�
� 市区町村の条例で定める日（原則4月中）

労　務／�労働者死傷病報告（休業4日未満：1月〜3月分）�
� 4月30日

　仕入れ・材料費や人件費、水道光熱費等の
コスト増加分を価格に反映させたい事業者が
商品別（取引先別）の収支状況も確認しながら、
目指すべき取引価格を検討できるシミュレー
ションツール。独立行政法人中小企業基盤整
備機構がリリースしたもので、登録不要、無
料で利用できます。

ワンポイント 価格転嫁検討ツール

4 月 の 税 務 と 労 務4月 （卯月）APRIL

29日・昭和の日
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4 月号─2

　
「
A
I
（
人
工
知
能
）
が
人
間
の
仕

事
を
次
々
に
奪
い
始
め
て
い
る
。
不

平
等
を
拡
大
し
、
民
主
主
義
を
危
険

に
さ
ら
し
て
い
る
。
…
こ
の
よ
う
な

混
迷
か
ら
抜
け
出
す
に
は
、
発
想
を

変
え
て
社
会
的
・
経
済
的
な
制
度
を

刷
新
す
べ
き
で
は
な
い
か
」、
そ
の

よ
う
な
経
済
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
（
２
０
２
４
年
10
月
発
表
）

の
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
に
ダ
ロ
ン
・

ア
セ
モ
グ
ル
、
サ
イ
モ
ン
・
ジ
ョ
ン

ソ
ン
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン

の
３
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

彼
ら
の
研
究
は
、
人
々
の
相
互
作

用
を
形
作
っ
て
い
る
制
度
と
繁
栄
の

関
係
を
解
き
明
か
し
、
さ
ら
に
、
制

度
改
革
の
難
し
さ
に
言
及
し
て
い
る

点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
も
新
聞
等
で
、「
終
身
雇
用

制・
度・
の
弊
害
」、「
メ
イ
ン
バ
ン
ク
制・

度・
の
崩
壊
」、「
社
会
保
障
制・
度・
改

革
」
と
い
っ
た
「
制
度
」
と
い
う
言
葉

を
よ
く
目
に
す
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
制
度
と
経
済
は
ど
の
よ

う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
研
究
し
て

い
る
の
が
、「
制
度
の
経
済
学
」で
す
。

１　
「
制
度
の
経
済
学
」概
要

　

経
済
学
の
従
来
の
考
え
方
は
、
取

引
は
市
場
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
決
ま
る

と
し
て
き
ま
し
た
。

　

労
働
の
取
引
を
例
に
と
る
と
、「
需

要（
働
い
て
も
ら
い
た
い
）と
供
給（
働

き
た
い
）
の
一
致
で
労
働
の
対
価
が

決
ま
る
」
と
い
っ
た
、
単
純
な
考
え

で
の
説
明
で
す
。

　

し
か
し
、
取
引
に
は
事
前
、
中
間
、

事
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
経
済
・

経
営
上
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
取
引
の
前
に
生

じ
る
事
前
の
問
題
と
し
て
相
手
を
探

す
こ
と
、
取
引
相
手
が
信
用
で
き
る

か
ど
う
か
を
調
査
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
中
間
段
階
で
は
、
賃
金
に
見

合
っ
た
労
働
を
し
て
い
る
か
ど
う
か

や
、
緊
急
の
仕
事
の
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
、
と
い
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

事
後
の
段
階
に
お
い
て
も
仕
事
の

履
行
や
賃
金
の
額
を
め
ぐ
り
紛
争
が

発
生
す
る
か
も
知
れ
な
い
等
…
。
こ

の
よ
う
に
、
取
引
に
つ
い
て
研
究
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

金
銭
貸
借
の
取
引
に
お
い
て
も
同

様
で
す
。
金
銭
取
引
は
事
前
の
段
階

で
は
、
お
金
を
借
り
る
人
の
信
用
調

査
が
必
要
で
す
し
、
事
後
的
に
は
、

お
金
を
約
束
通
り
返
済
し
て
く
れ
た

か
が
問
題
で
す
。
貸
す
側
に
つ
い
て

も
利
息
の
変
更
、
追
加
担
保
を
要
求

す
る
と
い
っ
た
問
題
が
出
て
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら

の
事
前
・
中
間
・
事
後
段
階
の
諸
問

題
に
よ
り
発
生
し
う
る
損
失
を
回
避

す
る
た
め
に
、
社
会
に
は
多
く
の
仕

組
み
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

例
え
ば
、
信
用
保
証
協
会
を
利
用

し
て
金
融
機
関
か
ら
資
金
を
調
達
す

る
場
合
で
す
。
利
用
中
、
返
済
が
滞

る
と
、
そ
の
情
報
は
他
の
金
融
機
関

に
も
共
有
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
返
済

が
滞
る
と
他
の
金
融
機
関
の
利
用
は

難
し
く
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
が
「
制
度
」

で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
非
市

場
的
な
制
度
が
ど
の
よ
う
に
市
場
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
補
完
し
、
そ
の
機
能
を

支
え
て
い
る
か
を
解
明
す
る
の
が「
制

度
の
経
済
学
」で
す
。

２　
「
制
度
」の
重
要
性

　

こ
こ
で
も
例
を
挙
げ
て
説
明
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
金
融
シ
ス
テ

ム
を
比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
日
本

経
済
も
ア
メ
リ
カ
経
済
も
市
場
経
済

で
あ
る
こ
と
は
同
じ
で
す
。

　

し
か
し
、
金
融
シ
ス
テ
ム
を
見
る

と
、
日
本
経
済
の
シ
ス
テ
ム
は
銀
行

が
貸
し
手（
預
金
者
）と
借
り
手（
企

業
）
を
仲
介
す
る
「
銀
行
中
心
の
金

融
シ
ス
テ
ム
」
で
す
。
一
方
、
ア
メ

リ
カ
の
金
融
市
場
は
資
本
市
場
で
の

株
式
・
債
券
の
売
買
を
通
じ
て
貸
し

手
と
借
り
手
を
結
び
つ
け
る
「
資
本

市
場
中
心
の
金
融
シ
ス
テ
ム
」で
す
。

　

労
働
市
場
に
も
目
を
向
け
る
と
、

ア
メ
リ
カ
の
労
働
市
場
は
流
動
性
が

高
く
、
中
途
採
用
・
新
卒
採
用
も
な

い
単
一
の
労
働
市
場
で
す
。
日
本
で

は
終
身
雇
用
を
採
る
会
社
が
多
く
、

新
卒
一
括
採
用
を
行
っ
て
お
り
流
動

性
が
低
い
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

知っておきたい知識知っておきたい知識
「制度の経済学」「制度の経済学」



3─4月号

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
両
国
の

金
融
市
場
を
ま
と
め
る
と
【
表
】
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

表
で
は
、
金
融
市
場
で
資
本
市
場

中
心
の
タ
イ
プ
が
X
０
、
銀
行
中

心
の
タ
イ
プ
が
X
１
。
ま
た
、
労

働
市
場
の
側
で
は
、
流
動
的
単
一
市

場
を
Y
０
、
終
身
雇
用
で
流
動
性

の
低
い
タ
イ
プ
を
Y
１
と
し
ま
す
。

　

こ
の
記
号
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
経

済
シ
ス
テ
ム
は
（
X
０
、
Y
０
）
で

あ
り
、日
本
の
経
済
シ
ス
テ
ム
は（
X

１
、
Y
１
）
と
い
う
制
度
配
置
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、（
X
１
、Y
０
）の
制
度（
表

で
は
A
）
は
存
在
す
る
か
否
か
。
経

済
シ
ス
テ
ム
が
安
定
し
て
い
る
場
合

は
、
存
在
す
る
と
は
考
え
に
く
い
の

で
す
。
日
本
の
経
済
シ
ス
テ
ム
を
構

成
し
て
い
る
銀
行
中
心
と
、
終
身
雇

用
と
い
う
労
働
市
場
は
お
互
い

フ
ィ
ッ
ト
し
た
関
係
に
な
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
複
数
の
制
度
が
互
い

に
補
完
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
経

済
シ
ス
テ
ム
が
成
立
し
て
い
る
と
す

る
と
、
そ
の
改
革
は
ど
の
よ
う
に
な

る
か
と
い
う
問
題
が
出
て
き
ま
す
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
表
を
見
な
が

ら
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
日

本
の
経
済
シ
ス
テ
ム
で
金
融
市
場
の

制
度
が
X
０
に
変
わ
る
な
ら
ば（
X

０
、
Y
１
）
が
成
立
し
ま
す
が
、
も

と
も
と
X
１
と
Y
１
の
間
に
強
い

補
完
性
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
こ
の

新
し
い
状
態
は
も
と
の
状
態
よ
り
低

い
成
果
を
生
ず
る
可
能
性
が
高
い
。

　

ま
た
、（
X
１
、
Y
１
）
の
状
態

か
ら
（
X
０
、
Y
０
）
に
移
行
さ
せ

よ
う
と
し
て
、
金
融
市
場
を
X
０

に
変
更
し
た
と
し
て
も
、そ
れ
に
従
っ

て
Y
１
が
Y
０
と
は
な
ら
ず
意
図

し
な
い
変
化
を
生
ず
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
逆
に
、（
X
１
、
Y
１
）

の
補
完
性
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
け
れ

ば
、
比
較
的
容
易
に（
X
０
、
Y
１
）

や
（
X
１
、
Y
０
）
へ
と
移
行
で
き

る
の
で
す
が
。

　

こ
の
よ
う
に
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変

更
は
、
コ
ス
ト
や
時
間
が
か
か
る
と

い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
す
。

３　
「
制
度
」の
補
足
説
明

　

い
ろ
い
ろ
な
分
野
か
ら
、「
制
度
」

の
説
明
が
あ
り
ま
す
。

⑴
　
ア
リ
の
研
究
か
ら

　

ア
リ
の
研
究
を
し
て
い
る
学
者
が
、

ア
リ
一
匹
一
匹
の
行
動
は
変
わ
ら
な

い
の
に
、
ア
リ
の
巣
全
体
で
見
る
と

時
と
共
に
行
動
が
変
わ
っ
て
く
る
、

と
い
う
研
究
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

若
い
頃
の
巣
は
、
構
造
が
単
純
で

ケ
ン
カ
早
く
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
で
他
の
巣
の
ア
リ
と
す
ぐ
に
争
う
。

し
か
し
、
年
を
追
う
に
つ
れ
て
巣
は

複
雑
に
な
り
、
ア
リ
は
落
ち
着
い
て

き
て
他
の
ア
リ
に
挑
発
さ
れ
て
も
交

渉
で
済
ま
せ
る
よ
う
に
な
る
。

　

当
然
、
個
々
の
ア
リ
は
若
い
と
き

の
巣
で
も
年
を
取
っ
て
か
ら
の
巣
で

も
何
の
違
い
も
な
い
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
巣
全
体
と
し
て
見
る
と
行
動

が
変
わ
り
、
そ
れ
が
個
々
の
ア
リ
の

行
動
を
大
き
く
左
右
し
て
い
る
。
こ

れ
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
、
人
間
の

組
織
に
も
あ
る
に
違
い
な
い
。

　

組
織
も
、
組
織
全
体
と
し
て
言
わ

ば
意
識
み
た
い
な
も
の
を
持
ち
え
て
、

そ
の
意
識
の
あ
り
よ
う
の
よ
う
な
も

の
が
制
度
だ
、
と
い
う
こ
と
が
言
え

ま
す
。

⑵
　
法
の
追
認

　

終
身
雇
用
制
度
は
、
戦
後
の
雇
用

関
係
の
中
か
ら
雇
用
者
と
労
働
者
の

双
方
に
暗
黙
の
内
に
了
解
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。「
そ
う

い
う
形
で
世
の
中
が
動
い
て
い
る
」

と
い
う
一
種
の
期
待
・
予
想
で
す
。

　

法
は
後
か
ら
そ
う
い
う
予
想
を
追

認
す
る
よ
う
な
形
で
成
文
化
さ
れ
て

い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
が
制
度

の
本
質
で
あ
る
、
と
考
え
て
良
い
と

思
い
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

　
「
青
木
昌
彦
の
経
済
学
入
門
」

�

著
者
：
青
木
昌
彦

　
「
現
代
経
済
学
」

�

著
者
：
瀧
澤
弘
和

表　経済システムの多様性

労働市場

Ｙ０
流動的な単一市場

Ｙ１
終身雇用・　
新卒一括採用

金融
市場

Ｘ０　資本市場中心 アメリカ Ｂ

Ｘ１　銀行中心　　 Ａ 日本

作成：瀧澤弘和氏



4 月号─4

　国内市場を中心に事業を行っている中小
企業でも、サーキュラーエコノミーでの事
業機会はあるかどうか、考えてみます。
１　循環経済（サーキュラーエコノミー）とは
　サーキュラーエコノミーとは、生産活動
や消費活動などのあらゆる段階における資
源の効率的・循環的な利用を図る経済活動
を指します。
　環境白書は「循環経済の取組みを持続的
な取り組みとして、社会経済活動の中で主
流化していくために、政府として、2030
年までに循環経済関連ビジネスの市場規模
を、現在の約50兆円から80兆円にする」
という目標を掲げています。
２　中小企業が取り組むメリット
　現在の段階では、中小企業がサーキュラー
エコノミーに取り組むのは輸出と関係があ
る会社で「大企業の取引先から要請がある

のでやむを得ず取り組んでいる」といった
ところです。
　しかし、取り組んだ企業の中ではコスト
ダウンをもたらした事例が出てきています。
例えば、廃棄物の削減が「供給先や材料の
最適化」「エネルギーの効率化」につながっ
た等です。
　その他にもメリットがあります。
①　リスク回避
　　資源価格や紛争地域からの資源供給と
いった供給からの「リスク回避」に備え、
資金の手当てを考えておく等
②　価格以外の他社との差別化
　　顧客から取り組みの姿勢が評価される
ことや、従業員のモチベーションの向上
につながる
③　収益創出や成長戦略
　　サーキュラーエコノミーの取り組みに
より、既存のビジネスに固執することな
く材料供給から顧客への提供方法等を見
直す機会になる。
　他社に先んじての改革を期待します。

サーキュラーエコノミーでの
事業機会

　文章を書くことに苦手意識を持っている
人は、書き終えるとホッとします。しかし、
さらに客観的に次の方法で推敲（すいこう）
することをお勧めします。
①　一日空けてから読み直す
　　時間を置いて読み直すと、どうも主旨
と違って書いているのではないか等を確
認できます。
②　声を出して読む
　　音読して読み直すと、伝わりにくかっ
た、という気づきもあります。
③　印刷してチェックする
　　パソコンで作成した場合は印刷し、手
書きの時はコピーし、チェックすること
をお勧めします。
④　他人にチェックしてもらう
　　知人等専門外の人でも、分かり難い表
現は指摘できます。
　当り前のことですが、このうちの一つで
も習慣づけると文章力はアップします。

文章力を高める　

多
く
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
S
C
）
が
苦
戦
し
て
い
ま
す
。
新

開
業
S
C
で
も
１
年
以
内
に
撤
退

す
る
テ
ナ
ン
ト
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

通
常
、
S
C
は
１
０
０
〜
２
０
０

の
テ
ナ
ン
ト
が
入
居
。
そ
の
テ
ナ
ン

ト
企
業
は
、
大
型
区
域
を
有
す
る

キ
ー
テ
ナ
ン
ト
、
集
客
の
目
玉
と
な

る
主
テ
ナ
ン
ト
（
例
：
全
国
チ
ェ
ー

ン
展
開
の
A
靴
店
）及
び
、
S
C
の

多
く
へ
常
時
、
出
展
す
る
中
核
テ
ナ

ン
ト（
例
：
外
資
系
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
）

の
３
種
類
で
構
成
（
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ

ク
ス
）さ
れ
ま
す
。

　

S
C
の
運
営
会
社
は
集
客
力
の

あ
る
企
業
を
誘
致
す
る
た
め
、
ど
こ

の
S
C
も
近
似
し
、
顧
客
か
ら
す

れ
ば
魅
力
に
欠
け
る
。
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
T
氏
は
、
こ
の
ま
ま
の
テ
ナ

ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
で
は
未
来
は
な
い
、

積
極
的
に
店
舗
構
成
を
変
え
、
店
舗

間
の
相
乗
効
果
等
を
上
げ
る
テ
ナ
ン

ト
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
提
唱
し
ま
す
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
現
状
と
課
題


